
第23回天敵利用研究会鬼怒川大会プログラム 

 

日 時 2013年12月10日（火）13：00～11日（水）14：00 

会 場 鬼怒川温泉ホテル（栃木県日光市鬼怒川温泉滝545） 

主 催 天敵利用研究会 

 

第１日目（12月10日）  受付開始12：00 

 

【開会】 鬼怒川温泉ホテル 中３階コンベンションホール「シルク」 

13：00あいさつ、事務連絡 

 

【シンポジウム】 

「イチゴにおける天敵利用の現地での普及状況と将来展望 －カブリダニ利用を中心に－」 

座長 長坂幸吉（中央農研センター） 

 

S1 イチゴ育苗期における土着天敵ハダニアザミウマの利用 

13：10 ◯柳田裕紹（福岡県農業総合試験場） 

 

S2  イチゴの育苗期の害虫フリー化 

13：40 ○村井保（宇都宮大学農学部） 

 

S3 栃木県におけるイチゴでのカブリダニ利用の普及 

14：10 ◯伊村務（栃木県農業試験場） 

 

S4 カブリダニによる生物的防除の考え方と利用環境の整備 

14：40 ○天野洋（京都大学大学院農学研究科） 

 

総合討論15：10～15：30 

（休憩10分） 

一般公演 

【一般講演】 講演時間12分（1鈴10分、2鈴12分）、質疑3分（終鈴15分） 

  講演者は次の講演の座長を担当（1番と5番の座長は事務局が担当） 

 

１ 新規天敵アカメガシワクダアザミウマの紹介と利用方法 

15：40 ○森光太郎、香川理威、大朝真喜子、伊藤勇弥、吉田潔充（石原産業株式会社中央研究所） 

 

２ アカメガシワクダアザミウマの作物上の分布とそれに基づいた技術開発 

15：55 ○大朝真喜子、伊藤勇弥、森光太郎、吉田潔充（石原産業株式会社中央研究所） 

 

３ アカメガシワクダアザミウマによる施設果菜類のアザミウマ類の防除効果 

16：10 ○河村俊和（山口県農林総合技術センター）、森光太郎（石原産業株式会社） 

 

４ 促成イチゴにおけるアカメガシワクダアザミウマによるヒラズハナアザミウマの防除 

16：25 ○安達鉄矢、下元満喜、伊藤政雄1（ 高知農技セ）、竹村浩一郎（須崎農振）、 

森光太郎、大朝真喜子（石原産業（株））1 現 高知中央西農振セ、高吾普及所 

 

 

【情報交換会】 鬼怒川温泉ホテル ３階 大宴会場 

18：00 開会 

 



第２日目（12月11日） 

 

【一般講演】 講演時間12分（1鈴10分、2鈴12分）、質疑3分（終鈴15分） 

 

５  群馬県におけるムギ間作を利用した土着天敵によるネギアザミウマ密度低減効果 

9：00  ○高橋まさみ、吉澤仁志（群馬県農業技術センター）、藍澤亨（中部農業事務所伊勢崎地区農業指

導センター） 

 

６ スワルスキーカブリダニの定着に対する促成ピーマンの花数の影響 

9：15  ○松本 育（高知県須崎農業振興センター高南農業改良普及所） 

 

７ 施設トマトにおける土着天敵タバコカスミカメの株内分布 

9：30  ○土田祐大、土井 誠、石川隆輔、影山智津子（静岡県農林技術研究所） 

 

８ 施設キュウリにおけるタバコカスミカメの利用について 

9：45  ○松本 宏司（高知県中央西農業振興センター高知農業改良普及所） 

 

９ 露地ナス土着天敵保護体系におけるカスミカメムシ類防除 

10：00 ○竹中勲、井村岳男、國本佳範、吉村あみ、西村憲三、矢奥泰章、米田祥二 

（奈良県農業総合センター）  

（休憩10分） 

１０ DNAマーカーを利用した雑食性天敵タバコカスミカメによるタバココナジラミの捕食の検出 

10：25 ○舟越晃太、矢野栄二（近畿大・農）、日本典秀（中央農研） 

 

１１ 土着アブラバチ３種間での二次寄生蜂相の違い 

10：40 ○長坂幸吉、光永貴之、守屋成一、後藤千枝（中央農業総合研究センター病害虫研究領域） 

 

１２ ハダニ寄生植物を用いた天敵昆虫トラップの開発 

10：55 ○下田武志（中央農研センター） 

 

１３ バラの生産現場における IPMに向けた取組み 

11：10 ○岡田容子（静岡中部農林）、松野和夫（静岡防除所）、片山晴喜（静岡果研セ） 

 

１４ 保全的生物的防除を組み入れた露地ナスでの IPM 

11：25 ○大野和朗、小森大介、西本健、北原結花、宮田菜津美、松原成隆、平岡由梨佳（宮崎大） 

（昼食休憩60分） 

１５ どのような天敵が指標生物として農法と生物多様性の同時評価に使えるか？  

12：40 ○上野高敏（九州大・農・生防研） 

 

１６ Wolbachia感染天敵製剤の放飼における生態リスク評価 

12：55 渡部真也（生物研・広島大）、陰山大輔（生物研）、○三浦一芸（近中四農研・広島大） 

 

１７ コナガサムライコマユバチを誘引する花香成分について 

13：10 ○釘宮聡一（独立行政法人 農業環境技術研究所）、下田武志（中央農研センター） 

 

１８ もしキイロテントウをうどんこ病防除に用いたら・・・ 

13：25 ○田上陽介、小久保汐梨、勝山祐子、西東力（静岡大学） 

 

【閉会】13：45 


